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万
国
共
通
の
マ
ク
ロ
鉄
則
の
活
用
で
、

威
風
堂
々
、
所
得
倍
増
計
画
を
！

大
阪
学
院
大
学
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誉
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き

２

＊
膨
大
な
デ
フ
レ
ギ
ャ
ッ
プ
が
発
生
し
た
日
本
経
済

＊
辻
褄
が
合
わ
な
い
内
閣
府
の
推
計

＊
世
界
的
な
不
況
を
生
ん
だ
反
ケ
イ
ン
ズ
主
義

＊
前
提
が
間
違
っ
て
い
る
ル
ー
カ
ス
の
理
論

＊
自
生
的
有
効
需
要
を
増
や
せ
ば
国
民
所
得
は
増
え
る

＊
政
策
変
数
値
を
伸
ば
さ
ず
、
長
期
停
滞
招
い
た

＊
所
得
倍
増
計
画
に
い
く
ら
必
要
か

＊
明
治
維
新
を
成
功
さ
せ
た
財
源
の
捻
出

＊
政
府
貨
幣
発
行
権
の
所
定
額
分
を
日
銀
に
売
却
し
、

「
第
三
の
財
政
財
源
」
を
確
保
せ
よ
！

＊　

年
で
所
得
倍
増
は
実
現
す
る

１０

　

柴
生
田　

そ
れ
で
は
開
会
い
た
し
ま
す
。（
拍
手
）

　

今
日
は
丹
羽
春
喜
先
生
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

丹
羽
先
生
は
、
昭
和　

年
に
関
西
学
院
大
学
を
ご
卒
業

２８

さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
比
較
経
済

体
制
論
に
つ
い
て
学
ば
れ
ま
し
た
。
帰
国
後
、
学
位
論

文
に
ア
メ
リ
カ
で
の
勉
強
を
加
え
て
、
東
洋
経
済
新
報

社
か
ら
本
を
出
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

比
較
経
済
体
制
論
と
い
う
の
は
資
本
主
義
と
社
会
主

義
の
比
較
分
析
を
す
る
わ
け
で
す
が
、
先
生
は
、　

年
８９

に
、
そ
れ
ま
で
秘
密
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
お
り
ま
し

た
ソ
連
の
軍
事
支
出
の
実
態
を
統
計
的
手
法
を
使
っ
て

導
き
出
し
、
当
時
の
防
衛
学
会
（
現
在
の
国
際
安
全
保

障
学
会
）
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、

ソ
連
は　

年
に
崩
壊
い
た
し
ま
し
て
、
ロ
シ
ア
な
ど
の

９１

経
済
体
制
は
あ
る
意
味
で
資
本
主
義
の
体
制
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、　

年
代
の
日
本
経
済
の
低
迷
の
中
、
先
生

９０

は
京
都
産
業
大
学
か
ら
大
阪
学
院
大
学
に
移
ら
れ
、
日

本
の
財
政
政
策
と
金
融
政
策
に
つ
い
て
の
研
究
領
域
に
、

中
心
的
な
仕
事
を
移
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
退
職

を
さ
れ
て
か
ら
も
、
日
本
経
済
の
再
建
を
ど
う
進
め
る

か
に
つ
い
て
、
精
力
的
に
研
究
・
啓
蒙
活
動
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

今
日
は
日
本
経
済
の
現
在
の
状
況
を
、
ど
う
打
開
で

き
る
か
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
え
る
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
拍
手
）

膨
大
な
デ
フ
レ
ギ
ャ
ッ
プ
が
発
生
し
た
日
本
経
済

　

丹
羽　

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
丹
羽
で
ご
ざ
い
ま

丹羽　春喜
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